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１．計画の内容等《プログラム全体像》（p２‐４）

図 7 プログラム概要図（p.16） 2



１．計画の内容等《実施体制、特筆すべき成果》（p５‐６）
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 Tongali参画大学の拡大と
受講者数の増加

 サポーター企業の増加

 グローバル連携の充実
（例：海外武者修行）

 受講生のすそ野の拡大
（小中学生、女性、留学生）

特筆すべき成果



２．目標達成度《目標目標に対する達成状況》（p７‐18）

※ EDGE-NEXT参加5大学の合計
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目標項目（5年間累計） 目標数 実 績
受講者人数（人） 1,400人 11,075人
企業等からの協賛数（件） 20件 186件
社会からの課題抽出数（件） 50件 160件
産学連携の協働プロジェクト数（件） 25件 29件
学生ベンチャーの起業数（社/件） 50社 51件



２．目標達成度《達成目標に対する達成状況》
中間評価結果・コメントへの対応と実績（p18‐20）
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３．取組状況《コンソーシアムの構築》（p21）

図 14 Tongaliプラットフォームの構成（p.21） 6



３．取組状況《コンソーシアムの構築》（p21）

図 15 スタートアップ・エコシステム拠点都市とTongaliプラットフォームの関係（p.21）

令和4年度からは、起業家教育プログラム
委員会は、Tongaliプラットフォームの教育

部会（Tongali‐E）に統合
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３．取組状況《コンソーシアムの構築》
民間企業・海外機関等とも連携したプログラム提供体制（P22）

図 16 愛知県警中村警察署より
Tongaliに感謝状（p.22） グローバルへの展開

ノースカロライナ州立大学、シンガポール国立大
学とはスタートアップ育成・支援に関する連携契
約を締結
その他、CIID（デンマーク）、IBEKA（インド
ネシア)、IMT Atlantique(フランス）等と連携

地域連携プログラム（地域ブランド
総選挙に愛知県西尾市と参加）

82022.3.31現在



３．取組状況《コンソーシアムの構築》
主幹機関、協働機関が実施するアントレプレナーシップ醸成（ｐ22‐34）
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アントレプレナーシップ教育の共通プログラム

３．取組状況《プログラムの整備》（p34）

10



３．取組状況《プログラムの整備》
学部段階からのアントレプレナーシップ醸成の促進（p34‐35）
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表10 令和3年度各プログラムへの参加者数（p35）

※令和3年度のアイデアピッチの参加人数減少は、昨年度参加チーム
が増えて本選への選抜が厳しくなったことが影響していると考えられる

図32 コンテスト参加学生数の推移（p35）



３．取組状況《プログラムの整備》 体系的なプログラムの整備（p35‐36）

表11 PBLを取り入れた令和3年度の共通プログラム（p36）

令和3年度のプログラム 手 法

TongaliスクールⅠ レゴ®シリアスプレイ®の手法と教材を使用したワークショップ

TongaliスクールⅡ＜3日で起業を
体験＞ 世界の課題を解決するグローバルスタートアップを作る体験ワークショップ

TongaliスクールⅢ＜新たなな価値
を作り出すデザイン思考を学ぶ＞

アイデア創出のプロセスを通じて、新たな価値を創り出すデザイン思考を学ぶ
ワークショップ

リーンローンチパッド名古屋 シリコンバレー式の仮説検証手法を用いて、新規事業を迅速かつ効率的に
立ち上げる手法を学ぶワークショップ

世界丸ごとアントレ研修＜シンガポー
ル式アイデア創出ワークショップ＞

シンガポールのEdTechスタートアップ企業の手法を取り入れたワークショップ
（使用ツール例：MIRO、Discord、Google Slides）

世界丸ごとアントレ研修＜Design
系デンマーク方式＞

北欧、デンマークに拠点を置くCopenhagen Institute of Interaction 
Design (CIID)のインタラクティブデザインの手法を用いたワークショップ
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３．取組状況《プログラムの整備》（p37）

図34 アントレプレナーシップ教育から起業家育成・起業支援まで（P37） 13



３．取組状況《プログラムの整備》（p37）

図35 Tongali広域大学ファンド（P37）

各大学の大学発ベンチャー称号付与のロゴ

地域のイノベーション施設との連携

14

図35 非公開情報



図38 先輩起業家と現役学生をつなぐイベント（P38）

図36 受講生間のネットワーク（P38）
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３．取組状況《プログラムの整備》
受講終了後の継続的なコミュニケーション（p38）

学生サークル・部活動
Tongaliko、名大起業部、岐阜大起業部、NaSH（名工大）、
AAI起業部（愛知県立大学と愛知県立芸術大学）、起業サー
クル（藤田医科大学）



Central Japan Startup Ecosystem Consortium 図39 Central Japan Startup Ecosystem ConsortiumにおけるTongaliの構成（P39）
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３．取組状況《ベンチャー・エコシステムの形成》（p39）



図41 共通基盤カンファレンス/シンポジウム（P40） 17

３．取組状況《我が国全体のアントレプレナー育成システムの高度化》（p40）



平成29年度 令和2年度 令和3年度

名大での講義（人/年度） 368 1038 1058

Tongali全体でのアントレ教育に係る
単位化科目数 13 25 26

Tongali全体での
アントレプレナーシップ教育（のべ人） 635 4398 ー

共通プログラムへの参加者 （のべ人） 75 322 644

オープンセミナー・シンポジウム（のべ人） ー 2027 4157

Idea Pith Contest （チーム） 13 40 52

Business Plan Contest（チーム） 13 39 38

３．取組状況《人材育成》（p41）

アントレプレナーシップ教育の受講者数の拡大
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TongaliのSNS、ウェブサイト（p41）
各大学HPでTongaliを掲載
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３．取組状況《人材育成》 多様な受講生の確保・拡大について（p41）



Tongali出身の起業家の活躍 20令和3年度に起業した学生発ベンチャー

３．取組状況《人材育成》 ロールモデルの創出（p41）

図43 非公開情報



４．計画・改善方法の妥当性《資金計画》（p42‐45）

表16 令和3年度 外部資金導入一覧表（p44）

表１2 平成29年度 外部資金導入一覧表（p42）

図44 寄附金の使途と特典メニュー（p45） 21



４．計画・改善方法の妥当性《PDCA》（p45‐46）

現場の意見
•起業家プログラム委員会

有識者の意見
•拠点都市運営委員会
•講師・メンター・審査員など有識者

学生の意見
•起業意識調査（令和2年度～）
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５．今後の見通し《継続性・波及効果》（p47）
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５．今後の見通し《継続性・波及効果》（p47）
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25

６．その他取り組んだこと（p49）



Thanks for your support
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